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平成29年度 第2回 西伊豆町総合教育会議議事録 

 

１ 開 催 日 時 平成30年１月17日（水）午後２時30分から午後４時30分まで 

 

２ 開催の場所   福祉センター 大会議室 

 

３ 出 席 者  町          長   星 野 淨 晋 

         教    育    長   清 野 裕 章 

         教  育   委  員   山 本 久美子 

         教  育    委  員   鈴 木 秀 輝 

         教  育    委   員   渡 邉 美 成 

         教  育    委   員   藤 井 繭 子 

 

４ 事 務 局   事  務   局   長   高 木 光 一 

       学 校 教 育 係 長   山 本   諭 

       社 会 教 育 係 長   萩 本 泰 宏 

 

５ 傍 聴 者  なし 

 

６ 議   事 

（１）平成30年度西伊豆町教育行政の基本方針案について 

（２）教育委員会事務事業全般について 

（３）その他 

 

局 長  定刻前ですが、皆さんお揃いになられましたので、ただいまから平

成２９年度第２回西伊豆町総合教育会議を開会いたします。本日の司

会は私、高木が務めさせていただきます。宜しくお願いいたします。

それでは、開会に当たりまして、町長からご挨拶申し上げます。 

 

町 長  みなさんこんにちは。今日は第２回の西伊豆町総合教育会議に出席

していただきまして、誠にありがとうございます。今、町のほうでは

平成３０年度予算を組んでいる最中でありまして、教育費といたしま

しては、松崎や下田の高校へ行く学生の通学費の助成を来年度からや

ってみようかというものと、学力の高い方で、町内の中学校を卒業し

松崎高校へ進学する方につきましては、給付型の奨学金もやってみよ
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うかというように思っております。これは皆さんもご存知のように、

今、松崎高校は３クラスありますが、西伊豆町と松崎町の出生数を考

えますと、１０年後、２０年後になると無くなってしまう可能性もあ

りますので、町としても松崎高校の存続に向けて、また優秀な方にな

るべく地元に残っていただいて、その後の大学へ進学することは個人

の自由でございますが、大学を卒業して就職の時に戻ってこられるよ

うな地域愛というものを学んでいただきたいというような趣旨も含ま

れまして、そういったこともおこなっていきたいと思っております。 

また、広い意味でこの総合教育会議で皆さんの意見を聞いて、色々

な施策につなげていければと思っておりますので、忌憚のないご意見

を頂ければと思っております。よろしくお願いします。 

 

町当局  ありがとうございました。引き続き、議事に入ります。議事の進行

は、座長であります町長にお願いいたします。よろしくお願いいたし

ます。 

 

町 長  それでは、次第に基づきまして、本日の議事を進行させていただき

ます。 

本日の議題は、「平成３０年度西伊豆町教育行政の基本方針案につ

いて」と「教育委員会事務事業全般について」でございます。まず

は、（１）の「平成３０年度西伊豆町教育行政の基本方針案につい

て」協議をしたいと思います。教育委員会事務局から資料の説明をお

願いします。 

 

教育長  それでは私のほうから説明させていただきます。皆さんのお手元に

配られている資料に基づいて説明をさせていただきます。西伊豆町教

育大綱、それから平成３０年度西伊豆町教育行政の基本方針(案)、平

成３０年度西伊豆町教育環境整備(案)というものを用いて説明させて

いただきます。 

なお、この教育行政の基本方針は教育委員の議決事項でありますの

で、この場で町長とともに教育委員の皆様に確認をしていただきまし

て、次回の定例会で議決をしたいと考えておりますので、よろしくお

願いします。初めにお手元の資料の表紙をご覧になっていただきたい

と思います。ここにあるとおり「西伊豆町教育大綱」。この綴り全部

で４ページございます。平成２７年１１月に策定されたものでして、

２０１５年から２０１８年の約３年間を見越して策定されたもので
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す。来年度がその３年目に当たります。 

この教育大綱につきましては、教育行政の基本方針、教育環境整

備、西伊豆町一貫教育研究会、それから各学校の経営目標等にも波及

するものでありまして、あらゆる教育行政や教育現場の指針となるも

のです。ですので、こちらを頻繁に変えていくのでは混乱を招くばか

りですので、基本的にこちらを踏襲して来年度も考えていくというよ

うに私は考えております。ご存じのとおりこの大綱については、私の

前任の宮﨑教育長の時代に策定されたものでありますけれども、私自

身の解釈を踏まえて皆様とともに確認していきたいと思います。 

それでは１ページめくっていただきます。「夢をはぐくみ、ふるさ

とを語れる人づくり」と入っております。この言葉がどこから由来す

るのかと言いますと、その下に「西伊豆町民憲章」というのがありま

すので、そこから導き出された基本理念と考えられます。基本目標は

そこにあるとおり「教育の充実、西伊豆で育ち・育てる」というよう

な目標を掲げております。 

その下の図になりますが、これを図で示すとこういうことになるの

ではないかと示されているものだと考えられます。左上に改革・革

新・イノベーションとあるとおり、今の変化の著しい時代に経験主義

に基づく教育がおこなわれているのであるのは、時代にマッチしない

ので、時代にマッチした、むしろ時代を先取りした教育がおこなわれ

れば理想ではないかと考えております。地域の特色・ローカル、国際

教育・交流・グローバルというように示されております。細かいこと

ですが、国際教育はグローバルではなく、インターナショナルではな

いかと考えられますが、そこから目指すのがグローバルではないかと

解釈できます。具体的に何を意味するかというのは、その四角の中で

囲った３項目ないし５項目に示されております。 

それから３ページを開いていただきたいと思います。これは先ほど

の図にあったことについて取り上げた大きな柱２点です。１つは教育

の充実を図るため教育行政の改革、革新をおこないます。大きな柱の

２としては地域の特色を生かしつつ、国際教育との融合を図ります。

そのような視点で大きな柱を２つ掲げております。その下のことにつ

いては割愛させていただき、下の表へ参りますと、中柱１、学校、家

庭教育の連携推進。特色ある学校づくりの推進。学校支援ボランティ

アの充実。これは本年度賀茂小学校でプログラミング教育というもの

がおこなわれておりますが、これも学校支援ボランティアによって実

現したものです。そのほか各学校で放課後の学習支援がおこなわれて
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おります。それから家庭地域活動の充実。ここに掲げておりますが、

学校教育というものが肥大化しております。よその地域では教育委員

会の機能というのも学校教育へとシフトしており、教育委員会は学校

教育委員会ではないかという批判も生まれているとも聞きます。それ

から子育て支援ネットワークの充実。この点、西伊豆町は先進的な地

域ではないかと見ております。医療費、給食費、保育料、先ほど町長

からお話のあった高校の通学費の補助等、大変進んだ地域ではないか

と見ております。中柱の２、幼保、小中学校、高校の連携推進。幼保

と小中学校は西伊豆町教育委員会の管轄内にありますので、それに県

立の松崎高校を加えて、幼保から高校までの連携を目指しておりま

す。これは松崎高校の存続につながるものであると皆さんご承知のと

おりであります。それから教職員の研修、交流活動の促進。松崎高校

で明後日になりますが西豆学の発表会が開かれます。特に中高連携し

た活動になっております。少子化に対応したよりよい環境づくりに向

けて、園・学校の統合を検討。当初の計画が行き詰まりましたので、

ここで再スタートを図ろうというのが現在です。中柱の３、地域の自

然、伝統、文化を生かし、国際化に対応できる力を育む教育の推進。

ふるさとを語れる子どもの育成。これは１つの大きな目標でもありま

す。自然体験、社会体験活動の充実。英語教育、国際交流の推進。西

伊豆町は現在ＡＬＴが３名と大変恵まれております。それも国の事業

で町の予算を必要としないところで進めているわけですけれども、環

境としては恵まれておりますが、それが恵まれ過ぎていると英語の授

業などでもＡＬＴに頼ってしまいがちになってしまいます。ＡＬＴは

あくまでもアシスタントであるべき立場ですけども、主となって授業

をおこなって、教員の指導力が身につかなくなるということもありま

すので、そこのところは上手にこちらで誘導していかなければならな

いと考えております。 

次の４ページ目。重点施策になりますが、こちらにつきましては見

ていただければと思います。 

以上が西伊豆町教育大綱についての内容になります。 

続きまして西伊豆町教育行政の基本方針になります。これは平成３

０年度の案につきまして、平成２９年度のものを消したり加えたりさ

せていただいておりますので、どこが変わったのか見え消しで示して

おります。平成２９年度の中で、中央より上のところにあります、

「西伊豆町はより顕著な傾向」にあるという１行を削りました。何が

顕著な傾向なのかというところについては、そのすぐ上の４行に記載
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しております。なぜ消すかについては、一番下の枠の中に新たにもう

１行加えたいので、西伊豆町がより顕著な傾向にあるということはど

なたも知っていることだと思いますので、そこを消して下の四角の中

に１行加えます。特に一番上の四角、真ん中の四角については変更あ

りません。国の教育振興基本計画というのも変わりありませんし、西

伊豆町教育大綱も３年間は変わりありません。そこから平成３０年度

の重点目標が生まれます。一番下の枠のすぐ横に「大綱を踏まえ、西

伊豆町一貫教育研究会基本方針を見直し」とありますが、これはすで

に本年度おこなっていることですので、ここから除外しました。 

そして、平成２９年度全部で７項目ありましたが、そのうちの５番

になりますが、これは平成２９年度の中には４番が１行目と２行目が

つながっておりました。「国際教育の充実と国際交流」の理由づけと

して、「小学校外国語教育の早期化への対応」というのがありました

が、平成３０年度の重点目標については、小学校外国語教育は新たに

項目を起こしまして５番としました。５，６，７番については、順

次、項の番号を替えました。そして９番の上にありますが、先ほど町

長からお話がありました、高校生給付型奨学金と高校生通学費助成を

追加したいと考えております。これから議会のほうで承認を頂くわけ

ですけれども、承認を頂けるものと見込の中で９番を新たに加えたい

というのが平成３０年度の重点目標になります。 

その次、６ページになります。こちらも平成２９年度版を書き直し

て平成３０年度版を作成しております。１番、「指導主事配置による

授業力向上」というところは余計な説明を省いて１行で平成３０年度

版を作成しております。２番の「特色ある学校作りの推進」の中で主

なメニューについてはＩＣＴ環境の整備。括弧の中のものはすでに完

了しておりますので、そこの部分を削除しました。そして大きな黒点

がありますがそれを残して、②の国語教育の充実とありますが、そこ

に事業評価と平成３０年度は入れさせていただきました。国語教育の

充実として内容的には、民間連携での学力向上、国語力検定、テキス

ト教材、通信添削により小学生の国語基礎力の向上を図るということ

になります。主にＺ会との連携でおこなっている事業になりますが、

これが実効性はあるのか、効力は上がっているのかという疑問が教育

現場を含めてありますので、その部分について事業評価をおこなうも

のです。小学校の校長先生の中にはもうやめるのかというお話もあり

ますけれども、あくまでも事業評価になりますので、その評価の結果

によって続ける場合もあればやめる場合もあります。または違った形
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でＺ会に話をさせていただいて、新しい教材を提供していただくとい

う方法もあります。そして③、「各種テスト、調査の実施」ＮＲＴ、

Ｑ－Ｕ検査などが当たります。「社会人活用による学習支援、音楽鑑

賞会、放課後学習、職員研修」の中で新規の事業として、Ｚ会とレゴ

社によるプログラミング教育というものがありまして、これは先進的

な実験として賀茂小学校へ本年度おこなわれました。この１年限りの

発表になりますので、来年度については仁科小学校で、Ｚ会の手を離

れて教育委員会事業としておこなう予定でおります。田子小学校から

も手が上がりましたけれども、ただいっぺんに両方おこなうのは困難

なところがありますので、まずは仁科小学校と考えております。⑤の

「緊急連絡システムによる子どもたちの安全確保」のところで、そこ

に１行入っておりますが、そこのところは消しました。これはやめる

という意味ではなく、システムが町全体のシステムに移行するかどう

か検討中となっておりますので、この緊急連絡システムについては引

き続きおこないます。 

それから３番、「外国青年招致事業ＪＥＴプログラム活用の国際化

の推進」「幼保、小、中学校への外国人講師派遣による英語力の向

上、スポーツ競技力向上」が２９年度は入っておりましたけれども、

スポーツ競技力につきましては除外しました。そしてＪＥＴプログラ

ムの中のＳＥＡ、スポーツ国際交流員１名が平成２９年度は含まれて

おりましたけれども、平成３０年度におきましては、考えておりませ

ん。これは１名来ていただいたわけですけれども、中学校の部活では

十分に引き出せないところがありました。この時期の部活動は日が暮

れるのが早いので１日３０分おこなわれているかどうかという現状が

ありまして、そのような中で元プロとして活躍した人の能力を生かす

というのは困難でありました。そのＳＥＡ自身も感じたことがありま

して、年度途中で契約を打ち切っております。 

次の「平成２８年度静岡大学共同研究に基づく幼保・小学校での英

語活動」その下に新規の「小学校英語関連教材整備」ということにな

りますけれども、これは平成３０年度も実施してまいりますが、ただ

静岡大学との共同研究につきましては、あまりに理想を追いすぎてか

なり難しいところが分かったと静岡大学の先生自身もお話されており

ました。もっと現実に見合った形で進めてまいりたいと考えておりま

す。そこの２つの赤点については平成３０年で１本にまとめました。 

それから平成２９年度の新規事業として「町内留学」旧田子中学

校、やまびこ荘など澎湖県来日時の合宿に使えるのではないかという
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ことで、澎湖県につきましては、今年度私は関わることができなかっ

たわけですけど、だいぶ向こうで考えていることと、こちらで考えた

ことでは開きがあるかと思いますので、そこのところは削っておきま

した。それから６ページの下から２行目についてはＣＩＲが、一番下

についてはＡＬＴが担当しておりました。ＣＩＲにつきましては、勤

務はこれまでとなりまして、来月新しいＣＩＲを派遣していただくこ

とになりました。それからＡＬＴにつきましても、今年の７月までの

契約となりまして、それ以降は新しいＡＬＴを派遣していただくこと

になります。また新しいＡＬＴ、ＣＩＲが赴任したならば、その特徴

を生かせる事業を組めればと考えております。 

以上が平成３０年度西伊豆町教育行政の教育方針案についてです。

８ページの表題の「平成３０年度西伊豆町の教育環境整備」と書かれ

ていた右側へと（案）と入れていただけますでしょうか。これにつき

ましても次回の教育委員会で議決をしたいと考えております。 

 

町 長  では、「平成３０年度西伊豆町教育行政の基本方針案について」の

資料説明が一とおり終わりましたので、私のほうから来年度の教育行

政に対する考え方を少し話させていただきます。 

先ほど挨拶の時に申し上げましたけれども、高校の通学費の助成、

松崎高校に行かれる方の給付型の奨学金を創設したいということで予

算を取っております。その他にも町の総合的な教育を考えた場合、先

ほど教育長の説明でもありましたが、Ｚ会がおこなっているレゴ社の

プログラミング教室が昨年賀茂小でやりまして、今年は仁科小、田子

小も手を挙げたけれどもできないということもありまして、現状を考

えた場合、子供の数がここまで減っているのに３校に分解しているの

で、出来る学校出来ない学校が出てきます。私がまだ小学生、中学生

の時に３校を１校にするということであれば、人数が多すぎて不可能

ではないかという議論もあるかと思いますが、今考えますと、１学

年、多くても６０人という学年しかありませんので、できれば１つに

して、町内の子どもは同じ教育を受けさせてあげたい、または受ける

機会を与えてあげたいと思っております。また、このレゴの教育も全

ての子どもに強制的にやらせているわけでは無く、賀茂小の時も５、

６年生の中でＺ会がおこなっているレゴのプログラミングがあります

が、やりたい方はということで募ってやっておりましたので、逆に田

子小や仁科小がやりたくても出来ない環境があります。 

ですので、できれば１ヵ所に集めてみんなで情報の共有や機会の均
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等をしたいということで、文教施設の委員会に色々なご意見を頂きた

いということで投げておりますけれども、皆さんご存知のとおり旧洋

ラン跡地の地質調査をした中間報告では、あそこに上物を建てられる

状況ではないということで、町も多少困惑しているところがありま

す。ただ、何もしないわけでは無く、小学校、中学校については既存

の学校をいかに活用して統合できる案は無いのかということを模索し

ているところでもありますし、幼・保・認定こども園につきまして

も、３ヵ所ありますので出来れば高台が望ましいのですけれども、現

状の海抜３ｍ付近のところよりかは海抜１０ｍ前後のところに出来な

いかということを、事務局のほうでは一生懸命考えております。ただ

場所については、文教施設等整備委員会のほうに図って、色々なご意

見を頂かないといけないとは思いますが、先ほど申し上げましたとお

り、平成２９年度産まれてくる子供の人数が２０人いきません。そし

てこの人数が３、４年同じ状況でございまして、親になる世代の若者

が少ないことを考えますと、来年いきなり４０人ということはありえ

ませんので、できれば１つの園で活動してもらいたい。今の賀茂幼稚

園の年少が１学年３名しかいないという状況でございますので、やは

り小さい頃には多くの友達がいて、にこやかに生活するのも１つの幼

児教育なのかとも思っておりますので、色々な面で教育委員の皆さん

には負担をかけることもあるかと思いますが、町としてはそういうこ

とに重点を置いて取り組んでいきたいと思っております。 

ただ、統合すれば全てが解決するということではありません。ま

た、国のほうでは国際化に向けてすごいスピードで舵を切っておりま

す。小学校でも英語教育をやるであるとか色々なこともありますの

で、先ほど教育長言われましたように、ＪＥＴプログラムをうまく活

用してＣＩＲやＡＬＴの皆さんに来ていただきながら、小さい頃から

英語に親しんで、教育をされているという感覚が無いまでの日常会話

が片言で話せたり、聞いていてニュアンスで理解できたりする土台を

小学生までの間に作れば、中学生になって英語という教科になったと

きには、親しみやすいのではないかと思っております。 

ある意味子どもの人数が減ると、デメリット的なことが多く浮かび

ますけれども、違う視点を考えてみれば、２０人の子どもに１人の外

国人講師が教えてくれているということを考えると、とても都会では

ありえない教育環境が提供できるというメリットがありますので、う

まくそこを利用しながらそういう教育を求めている人が来たくなるま

ちづくりも必要かとも思っております。ですので、外で産んで、育て
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るときには西伊豆に来てもらうことも１つの手だとは思います。そう

いったことも踏まえてこれから取り組んでいきたいと思っております

し、さきほど静岡大学のお話もあり、立教大学ともＥＳＤの研究とい

うことで色々関わりをさせていただいております。知事からもう１つ

お話を頂いておりまして、明治大学からも西伊豆に来てはどうかとい

うお話が出ているというみたいですので、そういった大学と上手に連

携をしながら過疎の西伊豆に住んでも教育は都市部とは変わらないと

いうことも提供できればと思っておりますので、逆にこういう小さい

町だからこういうことをやったらどうかというご意見がありました

ら、教育委員の皆様からもご意見をお伺いできればと思っております

ので、よろしくお願いします。 

その中身につきまして、基本方針に入れていただくようなこともあ

るかもしれません。意見交換ということですので、何かありますでし

ょうか。 

 

町当局  事務局から１点相談ですが、３０年度の西伊豆町の教育行政の基本

方針案の３０年度の９番につきまして、こちら貸与と給付とありま

す。先ほど町長がおっしゃったように制度の創設ということで、高校

生給付型奨学金と高校生通学費等となっていますが、高校生通学費等

の等は当初下宿も想定しておりましたので、入っていたのですが、今

回対象外としたことから、高校生通学費助成制度の創設のほうが良い

かと思うのですが、如何でしょうか。 

 

町 長  そうなると奨学金の貸与はしているということか。創設ということ

ならば貸与は消さなければ。 

 

町当局  高校生給付型奨学金と高校生通学費助成制度の創設のほうが分かり

やすいかと思われます。 

 

町 長  そうすると貸与が無くなるとなれば、大学生の分を。 

 

町当局  そうです。入れるとなれば大学生の貸与が新しく入ってくるかと思

います。 
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町 長  では、それはまた入れていただくということでよろしいかと思いま

す。今出ておりました奨学金というものは、百川奨学金というものと

稲葉金秋奨学金というものを町でおこなっておりまして、こちらは今

まで高校生までが対象で貸与しておりました。 

昔は借りた方がいらっしゃったのですが、ここ１０年くらいはいら

っしゃらないということで、せっかくそういう基金を寄付していただ

いて創設されておりますので、広く使っていただいた方がいいのかと

いうところで、大学生まで広くして、額も２万円まであげたらどうだ

という案がありますので、こちらは当然議会に上程をするというのも

事務局のほうも考えております。 

 

委 員  大学生というのはどのような判断でおこなうのでしょうか。町内の

高校からだとか、よそからこちらに住んでもいいのか。 

 

町 長  貸与ですので、最終的には返ってきますから、町内に親御さんが住

んでいるとか、大学へ行く時に住所を変えることもありますので、西

伊豆町に縁のある方を対象に。給付型ならば完全に町内に親が住んで

なければいけないということになりますが、貸与ですので卒業したら

ご返済をしていただくということになりますので、その辺りは若干ゆ

るくなります。 

 

委 員  他の奨学金を受けていても大丈夫ですか。 

 

町 長  返済していただければ。日本育英会などからも奨学金を貰っている

方も同然いると思いますが、家の事情によってそれだけではという方

もいるかもしれません。今は大学を卒業しないと就職にということで

行かれる方もいらっしゃるので、そのまま広げておいたほうが良いか

と思われます。 

 

委 員  プログラミング学習を昨年は賀茂で今年は仁科。この流れで行くと

その次は田子小というように流れているかと思うが、それでは子ども

にとってはチャンスが来ない子どもが出る。どちらかというと興味が

ある子がやれば力をつけていき、興味の無い子は遊びで終わってしま

う。 

ならば学校ごとでやるよりかは希望がある子どもたちを集めて、放

課後や土日を使ってレベルアップできるようにしたほうがいい。機会
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が与えられない子が出てくると思う。集めてやるやり方は出来ないの

か。 

 

委 員  都会ではプログラミングをおこなって、そこから波及していき、す

ごい物が出来ていると聞きました。ですから、せっかくそこで１年や

ってやる気になってきた子が、その１年で終わりというのは可哀そ

う。 

 

委 員  中学では情報の授業があるが、授業数は実質少ない。こういうのを

発展させるのは難しい所もあると思うが、うまくできれば中学に上が

った子がもっと深くまでやりたいと思うようになる。 

 

委 員  都会はそういうクラブが沢山ある。なので、そこで差が出てきてし

まいます。益々こういうものは必要になってくる。 

 

町 長  やるとすれば夏休みに、児童クラブでやってもらうとすれば学校限

らず出来るかと。この前に子ども子育て会議の時に出た意見が、児童

クラブは仁科小しかないので、田子、安良里、宇久須の人たちは通え

ない、もし通ったとしてもバス代がという話をされていたので、検討

しますとその時には回答したのですが、昨日、公共交通会議がありま

して、松崎にいる支社長がおりましたので、会議に出席していただき

まして、児童クラブに来る子供たちは町が費用を持ちますので、片道

一律１００円で乗せてくれませんかとお願いをしております。そうす

れば児童クラブに払うお金は仁科も宇久須も一緒になり、来所するた

めの料金は町が払う、町が払うけれども本当は往復６００円なのです

が、５００円は東海バスが泣いてもらい、町が１００円で話はつきま

せんかというお願いをしておりますので、もしそういうことが出来れ

ば宇久須、安良里、田子の子でも夏休みに児童クラブに行き、プログ

ラミングが出来るということになれば、５年生でやって６年生でもう

一回やってレベルアップしたものも可能かもしれませんので、そうい

う考え方も出来るかもしれません。 

今回の予算に限っては、仁科小学校から要求が来ているということ

で、あれは物があればいいということではなく、メンターという一般

の方が教えておりまして、その人の都合もありますので、学校の放課

後の学習の中では出来ないかもしれませんけれども、放課後児童クラ

ブの中で出来るのであれば、取り入れられるかと思います。 
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先ほど委員が言われたとおり、賀茂小で今年４年生の子は、来年は

５年。再来年は６年生と、仁科から田子というように回ってしまうと

４年生は１回も出来ないで卒業になってしまいます。そういうことも

含めると統合は必要だろうと感じますし、逆にそういう子も児童クラ

ブに行けば出来るのだったら、チャンスは生まれてくると思います。

その辺りは事務局で案を煮詰めてもらい、可能であればそういうこと

も考えて頂ければ、バス料金については話をまたしてきます。 

他にありますか、言っていただければ、出来るものはなるべく皆さ

んから頂いたものをミックスしていいものが生まれてくるかもしれま

せん。 

 

委 員  国語教育の充実の事業評価がいつも気になるのですが、仁科でやっ

ていたＺ会などですが、やってどうかとなったときに、課題などをこ

の事業評価というところを新たに入れたのだと思うのですが、事業評

価が明確にあると評価が分かりやすくて、今後にも生かされていくか

と思います。Ｚ会は難しいのではないかというお話を聞くのですが、

今後の課題がＺ会を利用していくのかというところが明確になってく

と良いかと感じております。 

 

町 長  今は事業評価がどのようになっているかはわかりませんが、今回予

算を各学校に要求してもらうときには、仮に他の学校でやっている良

いものがあれば、うちもやりたいとうことで手を挙げても構いません

ということでお願いをしました。賀茂小だけが天神という算数の計算

ソフトを入れているので、もしそれを良いと思うのであれば他の学校

でもどうぞという話をしたのですが、上がってきていないので、それ

は学校担任のほうがどういう評価をしているのか分かりませんが、一

応町としてはそういったものでいいものがあれば取り入れて下さいと

いうお願いはしますので、委員が言われたとおり事業評価が出来れば

他の学校でやっていて、良い評価が出ているからやろうということも

出ると思います。それも踏まえて３０年度の教育環境整備案の中に追

加するという風になっておりますので、これは教育委員会のほうにお

願いしたいと思います。 

 

教育長  Ｚ会を学校教育の中でおこなうというのはいいと信じて始めたわけ

ですが、しかし５年生になってからわずか３ヶ月というような中でお

金を払って実施して、果たして効果があるのかどうかということを考
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えた時には、Ｚ会というのは大学受験をメインに考えてきたところで

ありますので、実際子どもたちがやることについては２通りある内の

比較的取りつきやすいレベルでやっているのですが、それでも厳しい

のではないかという話も出ております。やった場合もやらない場合の

効果が比較できればいいのですが、その比較というのも１つのクラス

を２つに割ってという比較はできませんので、評価を出すのは難しい

部分はありますが、今後続けていくにしてもやめるにしても必要にな

ってくるかと思います。 

 

町 長  聞く話によると、読解力はやらない時よりはやった時のほうが上が

ったと聞いておりますので、今まで西伊豆の子は文章問題が苦手だっ

たと聞いておりましたので、少しでも効果が出ればいいかと思いま

す。 

 

委 員  ＳＥＡというのはこの町にはそぐわないということになったのでし

ょうか。これから先派遣されることはないのでしょうか。 

 

教育長  ＳＥＡについては、派遣することはないかと思います。 

 

委 員  小学校でも来られても困っていた。どう授業で使っていいか分から

なかった。しいて言えば昼休みに子どもたちと遊んでもらうくらい。 

 

町 長  一番微妙なところが、ＡＬＴとＳＥＡは日本語が喋れません。ＣＩ

Ｒは日本語が喋れることが条件ですので、必ず母国語と日本語と母国

語が英語でなければ、英語ということになります。今度来る人がシン

ガポールの人で、シンガポールがどういう言葉を喋っているか分かり

ませんが、その言葉と日本語と英語なので、そういう方であれば私た

ちと会話していても話にはなるのですが、ＡＬＴの一人は日本語がな

んとなくわかりますが、あとの二人はあまり日本語が通じないので、

彼女たちはあくまでもＡＬＴなので、英語の補助員なのでいいのです

が、ＳＥＡがバスケの練習を教えたとしても意思の疎通が出来ないの

で、ＳＥＡが何を言っているのかという面でも宝の持ち腐れなところ

もありました。１番いいのはＣＩＲでスポーツのできる方です。その

点いまのＣＩＲはボディビルをやっておりましたので、フィットネス

なども。 
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委 員  ＳＥＡとセットでスポーツ競技力のところに棒線が引かれているの

ですが、スポーツ競技力は競技力で日本人ならば何であろうが、それ

はそれで大事なことだと思います。 

 

町 長  ただこれは黒丸が国際教育の充実なので、一応そういうことで来年

はもしかしたらＡＬＴは２名にして、ＣＩＲを２名にして、できれば

中国語が出来る方に来ていただいたほうが良いのかと。旅館にも言え

ることなのですが、いくら英語と言っても、来る方の外国人は６割近

くは中華圏で、英語を喋る方というのは２割あるかないかくらいしか

いないので、町内でということになりますと難しい。逆に中国語が喋

れれば学校教育が休みの時は、観光関係者のところに行ってもらうこ

とも可能になりますので、あくまでもこの方たちは教育だけではない

ので、ＣＩＲは使い勝手がいいといっては変ですが、そういうことで

も有効活用できればと思っております。 

 

委 員  町の観光客で見ても中国人が多いのですか。 

 

町 長  多いです。中国人というよりも中華圏です。台湾を含めた。 

その次に来るのが韓国。最近勢いがあるのがベトナムと聞いておりま

す。ただベトナムと聞いて言葉が何になるか分からない。そういうと

ころになると中国語よりかは共通語として英語が必要になるかと思い

ます。 

 

委 員  中国人のＡＬＴを置いている市町は多いのですか。 

 

町 長  ただ中国はとおりません。中国が出さないのでなかなか難しいみた

いです。 

 

町当局  今度来る方は中国語が出来ます。 

 

委 員  ＡＬＴについて、一人は７月までということは聞いていますが、他

の二人も７月までですか。 

 

町当局  ７月の２４，５日までと、二人は８月２日で来日した時の日になり

ます。 

委 員  その後ＳＥＡという形で国からの補助で続けられるということです
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か。 

 

町 長  いまのＣＩＲの代わりの方が２月から来ます。２月から７月、８月

の期間はその４人で回して、ＣＩＲがある程度西伊豆町のことが分か

ったころにＡＬＴの今の３人が抜けた代わりに３人入れるか、ＡＬＴ

２人とＣＩＲ１人を入れて全体の４人は変わらずに回していきたいと

いうところです。ただあくまでも１人につき３年の延長で、それ以降

も雇いたい場合は最長５年という国の縛りがあります。 

 

委 員  国の補助は続きますか。 

 

町 長  国の補助は来てもらっている間は続きます。ただ１年更新ですの

で、帰りたいと言った場合は手放さないといけない。本当はＣＩＲも

ＡＬＴもずっといてもらえれば町としては相当助かります。 

 

委 員  最長で５年なのですか。 

 

町 長  ５年です。 

 

委 員  では彼女はもう５年なのですか。 

 

町 長  今３年目です。彼女は優秀なのでもっといいところでもう一回学び

たいということです。 

 

委 員  もっといるような気がしました。 

 

町 長  ３人が一緒にこちらに来て、その次に元ＳＥＡが来て、その後にＣ

ＩＲが来ておりました。なので、いて欲しくてもいてもらえないとこ

ろがあります。 

 

委 員  ＣＩＲは来てから１年経っていましたか。 

 

町 長  来てから１年半は経っておりました。 

 

委 員  みんなこの契約で帰ってしまうのは決まっているのですか。 
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町 長  まだわかりません。二人はほぼ事情により手放さざるを得ないで

す。彼女は田子の節分にも出ていただいていて、彼女は和が好きで太

鼓の練習や空手、柔道もやるみたいなので、そういうのを好きな人が

沢山来てくれれば、子供たちも外国人という偏見は無く付き合えるか

と思います。 

 

町当局  ちなみにＡＬＴの一人は帰国を希望しております。もう一人は出来

れば残りたいと言っております。事務局といたしましても、業務の継

続性を考えると一気に全員を変えたくはないと思っています。 

 

委 員  よく言えば３年もよくいて下さったとも言えます。 

 

町 長  彼女たちからすると異国の地に３年ですから、仕事とはいえ。 

他に何かございますでしょうか。 

 

委 員  １ついいでしょうか。台湾の澎湖県の来日時の合宿というところが

消されるという案ですが、澎湖県との交流は続けていくのですか。 

 

教育長  はい。そのとおりです。 

 

委 員  この合宿というのは、何になるのでしょうか。 

 

町当局  合宿というのは、ホームステイではなく修学旅行的に来て泊まると

いう形だったのですが、そこまでは出来ないというところでした。です

が、ホームステイは継続的に実施をしていきたいと考えております 

 

町 長  台湾はなかなか日本と習慣が違うので、直前まで決まりません。私た

ちも直接話したくても言葉が通じないので、間にかませるとタイムラ

グが１時間ではなく１週間も掛かってしまいます。なので、逆にＣＩ

Ｒにやっていただいたほうがありがたいかと思っております。ですが、

今年も夏に４人行って、冬にも向こうから来て、向こうでホームステ

イした子の家にホームステイというようにしたのですが、とても楽し

んで帰ったのではないかと。 

 

委 員  これは生徒会長が選ばれて行ったのですか。 
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町当局  学校に選考はお任せしております。 

 

委 員  希望者をですか。 

 

町当局  希望がいない場合には声かけをしておりますが、基本的には希望者

です。 

 

教育長  １つの学校で男子１名女子１名が理想なのですが、今年は賀茂中学

校が男子３名募集してきておりまして、３名をどうやって選んだかに

ついてはくじ引きで決定しました。行きたいという思いがあるならそ

れで十分良いです。 

 

町 長  逆に町としてはそういう行くチャンスがあるので、行く前にもう少

し英語を勉強していただきたい気持ちはある。逆にそれが良い機会に

なって１年生２年生が澎湖県へ行けるのなら勉強しようかという気持

ちになってくれればありがたいと思いますが。残念ながら今回行った

子たちは英語が堪能ではなかった。 

 

委 員  町長も一緒に行ったのですか。 

 

町 長  行っては無いですが、冬に来た時の交流会で来た時などで。ただ向こ

うの県知事や年配の方は中国語しか喋れませんが、５０代くらいから

の幹部はみんな英語を喋ることが出来ます。なので、英語さえできれ

ば向こうと意思の疎通はできます。 

 

委 員  高校生くらいになれば喋られる子はいます。中学３年生だと本当に

少ない。 

 

町当局  青少年の意見体験発表会の時に町内留学に参加された子が非常に英

語に親しめた、勉強になったという意見がありましたので、ＡＬＴが

変わるわけですが、継続して出来るようにと考えております。 

 

委 員  本当にこの町は色々なことが出来ます。羨ましいぐらいに色々なこ

とがあるのに子どもたちは何も感じていないと思えるような感じがし

ます。 
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委 員  先ほど町長がおっしゃった立教大学の方が見えた時、ちょうど月見

の会があったので、先生と生徒が１０名くらい来ましたので、親しく

喋らせていただいたのですが、彼らは西伊豆のことを知らないので、

何かあれば町の方との交流があればいいなと感じました。 

 

町 長  まだＥＳＤは去年からなので、日は浅く接点はないと思いますが、Ｉ

ＶＵＳＡは去年が３年目で、今度の２月に田子中の体育館でヤーコン

フェスをやります。今年からお祭りの前夜祭でバーベキューをやりま

すので、住民の方に来ていただいて、８０名くらい来ていただけたよ

うです。今度は彼らに櫓漕ぎやカヌーのインストラクターをやらせて、

子供との接点と地域の接点をうまく大学生と連携させたい。安良里に

関しては静岡大学がハマボウの植栽に来てくれており、宇久須ではヤ

ーコンの話でやっております。そのヤーコンがヤクルトか何かと契約

出来るかもしれないという話も来ておりますので、うまくそれを繋げ

て、地元の方が頑張って交わり、いきいきとする流れを作りたい。先ほ

ど委員が言われたように、来ていることを知らない住民にもう少し積

極的なＰＲは広報のほうに積極的にさせたいと思います。 

 

町当局  教育委員会といたしましても、カヌーインストラクターの勉強をし

ていただいて、教えられる程度の技量は得ていただきました。来年度、

出来ればカヌー教室の時に来ていただければと思っております。 

 

委 員  お祭りとかにも参加している人たちですか 

 

町 長  あれはまた別になります。逆に大学生の人たちと触れ合う機会があ

れば、大学生はこんな感じかなというイメージも出来ると思いますし、

大学生の方も１回祭りなどで来て、社会人になってから旅行で来よう

かというきっかけにもなるかと思います。３年も来ていると顔の知っ

ているほうが出来るらしく、すごい親しく喋ったとも聞きます。 

それでは、議事（１）の「平成３０年度西伊豆町教育行政の基本方針

案について」は今皆さんからご意見伺いましたものを改めてこちらに

反映させながら、教育長が言われましたように次回の教育委員会で決

議をしていただく流れでよろしいでしょうか。それでは意見交換は以

上とさせていただきます。 

次に（２）の「教育委員会事務事業全般について」を議題といたしま

す。特に資料は用意してございませんので、今までの教育行政、またこ
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れからの教育行政の在り方など、教育全般について皆さんからご意見・

要望等をお伺いし、意見交換をさせていただければと思います。 

では、ご発言をお願いいたします 

 

委 員  教育委員会にということではないのですが、町長さんがいらっしゃ

るので聞きます。西伊豆のホームページがひどいです。他所の良いと

ころと比べると観光に関しても魅力がないし、教育委員会の行事など

でも来月だけでなく再来月のスケジュールまで知りたいのですが、そ

れがまったく出ておりません。 

 

町 長  私も議員の時に口をすっぱく言っていたのですが、情報カレンダー

に載ってこないというのは分かっております。ホームページは来年リ

ニューアルさせます。 

 

委 員  色々な取り組みをやっているのはホームページには載ってないので

はないですか。 

 

町 長  ついでなので情報提供として、今携帯電話を持たれていない方は少

ないかと思いますが、来年から教育のところでありましたが、今学校は

保護者に向けて緊急連絡網フェアキャストを送っていますが、それを

今年で終わりにして町が行政の情報をメール発信できるようなシステ

ムを組むので、それと同じようなもので教育委員会も情報提供できま

す。今までのフェアキャストですと１アドレスにつきいくら、１回通信

するといくらとお金が発生しますが、新しいシステムはどれだけ発信

しても金額は変わらないので、教育委員会の事業毎のデータなどを保

護者へ飛ばせるようになりますので、一般と学校関係というようにな

るかと。逆に広報を見なくてもメールが来て蓄積されるので確認でき

るようになります。できれば４月１日から導入できればと考えており、

教育委員会の関係の人は、フェアキャストから乗り換えのご案内が行

くかと思います。新入生に限っては４月の入学で登録していただき、空

白期間が空かないようにいたします。 

ちなみに東京などに知り合いがいましたら、今年の３月プレオープ

ン、４月オープンくらいで西伊豆町と丸亀市がコラボしたお店を東京

駅に作ります。 

 

委 員  かつおつながりで土佐と、田子弁と土佐弁は似ているところもある
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そうなので。 

 

委 員  しおかつおのモニュメントをホテルなどに飾ってあるのは町の意向

はあるのですか。 

 

町 長  あれは観光業者がすすんでやってくれております。 

 

委 員  宇久須のホテルにもレプリカが飾ってありました。 

 

町 長  もしかしたらしおかつお研究会が作って、置いてくれと頼んでいる

かもしれません。 

 

委 員  西伊豆のポスターを東京で見たと連絡をくれるのですが、やはり都

会に貼ってあると、地元出身者は嬉しいようで、黄金崎の馬ロックも

今はそのような名前があると知らなく、地元の中もそうですけれども、

外へも発信しているのは良いと思いました。 

 

町 長  まちづくり課も頑張っておりまして、東京の高田のほうに３店舗提

携してくれて、海賊焼きの乾麺を使って冷麺を出しているお店や、沢

田出身の方が居酒屋の店長をやっているお店があったり、一色でダチ

ョウを育てているかたの会社が茗荷谷というところで、西伊豆のサザ

エを使ってくれていたり、増えてきておりますので、地元出身者がお

店を出していれば紹介していただけるとありがたいです。 

 

委 員  そういうのもホームページに出したらいいですね。 

 

委 員  ホームページも充実させようとすれば沢山情報はあるのですね。 

 

町 長  フェイスブックは地域おこし協力隊や西伊豆情報局が沢山出してく

れております。明日からは横浜で釣り専門の方が集まるようなフェア

に行きます。 

 

町当局  松崎高校の状況ですが、３クラスでやっております。稲取高校も同じ

く３クラスでやっておりましたが、今回の入試から１クラス減になり

ました。下田高校が５クラスくらいあり、数が多い学校から学級減が

あるのかと関係者の間では見ていたのですが、突然稲取高校が減とな
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りました。 

松崎高校が３クラスですが、それだけの希望者が集まっていないと

いう話が今年度ありました。私が見た時の資料では２クラス分にも満

たないくらいでした。 

 

委 員  １クラス何人なのでしょうか。 

 

教育長  １クラス４０人となります。 

 

委 員  受験希望者がいないということでしょうか。 

 

教育長  はい。そうなります。 

 

町 長  そういう時代なのでしょうか。如何に存続をさせるかということに

頭を痛めており、県のほうもなんとかやってくれるような話はするの

ですが、来年か再来年には県立学校との連携をやって、学部を新たに

作って大学と、という話はあるみたいです。なかなかその辺まで行き

ますと、県の仕事になりますので、話がうまくできないというもどか

しさが。ただ松崎高校が無くなりましたら、若い人がいなくなります。

下田に行くか土肥に行くかになり、松崎高校が無くなったら土肥へ行

く人がほとんどだと思いますので、東海筋に行くとすると引っ越しを

すると思います。それを考えると奨学金や交通費の助成をおこない、

なにしろ松崎高校へ行ってもらうルートを作らなければ。 

 

教育長  松崎なら下田に通えますけれども、西伊豆からとなると厳しいです

ね。 

 

委 員  田子からだと下田まで１回で行くことができません。一度乗り換え

が必要です。堂ヶ島で乗り換えて、下田まで行きます。 

 

委 員  バスによっては松崎で乗り換えもありますね。 

 

町 長  まずはＩＣＴを充実させて、通信で高校へ行かせるかですね。交通費

のことを考えれば、出来ないことではないと思います。 

 

委 員  松崎高校の特進クラスはとても評判はいいのですけれども。 
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町 長  そこで評判がよくなり松崎高校へ行きたいという人たちが移住をし

てくれればいいのですが。なので、松崎高校にも給付型の奨学金や助

成もするので、高校は高校で頑張ってくださいというお願いはしてい

きますので、いかに残ってもらえるかですね。そのためには下田や山

を越す方にそこへ行ってとお願いをしてもらいたいですね。 

 

教育長  子ども側から何があったらいいのにというのは聞きますか。 

 

委 員  余り聞かないですね。３年間あまりいいことは言っていませんでし

た。前にも言いましたが、松崎高校の中でもすごく分裂しているみた

いですね。特進クラスと一般のクラスでは二つの高校が中にあるくら

いギャップがあるようです。その中でモチベーションを保つのが大変

みたいで、こんなことやっているのは馬鹿らしく思えるくらいに程度

が変わってきているようです。他から人を引っ張ってくるほどの魅力

を松崎高校が持てるか考えどころですね。学生レベル、現在中３の生

徒たちが松崎高校をどう見ているかと言ったら、たかが知れているわ

けですので。 

 

町 長  それで思い出しましたが、昨年私は四国の美波町というところに視

察に行きまして、そこでサテライトオフィスで働いている方が、Ｕタ

ーン組らしく、なぜ戻ってきたか聞いたところ、そういう新しい会社

が出来たので、是非地元で働きたいということを言っておりました。

前に何をやっていたか聞いたところ、大手の金融会社とのことで、そ

こを辞めてまでここに来たという話をしていて、それよりも地元だし

魅力があって戻ってきたとも言っておりましたので、是非魅力があれ

ば戻って来られるということを、こちらの高校へ来て話をしてくれな

いかというアプローチを掛けており、できれば今年度事業でやりたか

ったのですが、まだ日程が決まっていないということなので、今年は

出来ないので来年度そういう方に来てもらい、田舎でも新しいＩＴの

ものであれば、通信さえ繋がっていれば仕事はいくらでも成り立つの

で、逆に田舎のほうがいいという魅力をその人たちが言って、地元の

高校生や中学生に都会じゃなく田舎も意外といいということを植え付

けたいと思います。 

 

委 員  どんな問題でも突き詰めると人口が少ないからに突き当たります。 
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町 長  今は人口が少なくても、他のことを考えれば成り立つ状況を作れま

すので、人が少なければ子供にかける費用が少なくても、すごくいい

ものが与えられます。逆に４，０００人まで行くだろうと分かってい

るので、４，０００人で計算しておいて、若い人は何人なのかパイを決

めて、これ以上は受付けないというくらいの魅力を作ってしまえば。

何が生まれてくるか分からないものに投資をするということは、相当

なギャンブルなのですけれども、そこまでしなければいけないところ

まで来ているのかと。 

 

委 員  やはり行動がなければ。大いに失敗はするべきです。色々チャレンジ

して、何がこの町にフィットするのかというのが、時代も移り変わり

ますし、とにかく手を打っていかなければ。 

 

委 員  松崎高校のことですが、友達の子どもが松崎高校へ静大の推薦枠が

あるいうことで、今の子は中学という早い段階から意識しております。

それを目指 して特進クラスへいって静大の推薦を貰うという子もい

たりするそうです。 

 

町 長  でも都会はみんなそうみたいですね。 

 

委 員  私にはその感覚が無かったので、情報も子どもたちや保護者にも行

くので、そこへ目指したいと合致すれば、そういう子も出てきまして、

そういう魅力が生まれるのだと思いました。 

 

町 長  逆にそういうものがあると子どもはモチベーションが上がります。 

 

委 員  なので、松崎高校へ入ればこの道があるというのはとても大きい魅

力だと思います。 

 

町 長  本当に出来れば全部を統合して１つにして、思い切った森の幼稚園

というような形にして野放しにすることで情操教育として良いという

ような話もありまして、３つの園でどこかに行くというのは難しいで

すが、１ヵ所の園ならある程度は。今度は保育士が１園になれば余り

ますので、それを早受入と遅番でうまく対応して開放しなくてもうま

くできれば。 
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委 員  先ほどおっしゃっておりました園は１０ｍでもと言っておりました

が、具体的な場所はあるのでしょうか。 

 

町 長  まだまだ話は煮詰まっていないのですが、結局は洋ラン跡地が駄目

なのであそこのような高台が無いので、１０ｍくらいのところで検討

できそうな場所が出てきました。 

 

委 員  小学校や中学校はどうなのでしょうか。 

 

町 長  小学校や中学校はそこへ建てる面積がありません。グラウンドや体

育館を建てるとなると膨大な敷地が必要になりますので、不可能に近

いです。できれば既存のところで妥協していただいて、必要であれば

避難道の整備などに重点的にお金をかけるなどで対応させてもらえれ

ば。 

１番困るのが宮ヶ原から宇久須までの距離、４０ｋｍ位の所を１ヵ

所にとなると、どうしても中間に物を持ってこなければ。宮ヶ原も来年

１年生に上がる子がいますので、中学校までの９年間を宇久須まで通

わせますかというのもきついという話もあるので、そうすると中間だ

とどうしても西伊豆中としか、町としては提案出来ない。 

確かに賀茂中の体育館が良いという話はありますが。そこを保護者

の方がうまく理解してくれれば。議事録を見ておりますと、中学校の保

護者はまだ賀茂中学校のほうがいいという方もおり、そこから下がっ

てきますと人数が少ないのが目に見えておりますので、これを２つに

することや小学校を３つにするよりかは、どこでもいいので１校にし

てくださいという方もおりますので、そこの兼ね合いが教育長と局長

の腕の見せどころです。ただ締めを決めてあげなければ、学校の先生の

配置については県の教員になりますので、今年度中に何年までに統合

するかしないかだけは決めていただきたい。 

そして皆さんの要望を聞きながら、既存の物を使うのであれば建て

る費用も時間もいらないので、学校の机を持っていけばいいだけです。

統合さえ決まれば教員の人数も向こうでやってくれますので、締めま

でに場所と、何をすればという意見を聞いて、解決していければと思っ

ております。今の中学校の２年生と３年生の保護者からしますと関係

の無い話になってしまいますので、中学１年生の保護者以下の人たち

がどういう風に思っているのか重点的に聞きたい。 
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なので、放課後児童クラブは是が非でも仁科に来てもらいたい。そう

しますと小学校の時に全地区の子がみんな一緒に遊びますので、そし

たら違和感がなくなりまして、統合しやすい雰囲気に出来るのではな

いかという気もします。 

 

委 員  ３校が何かを一緒にやるということは、今すぐにでも統合出来るわ

けでは無いので、何か交流などがあればいいかと。 

どんなことでもテーマは良いので今すぐできることは何かないので

しょうか。 

 

町 長  残念ながらクラブ活動は人数が揃ってしまうと出来ないようです。

今年の３年生が２年生だったときは、賀茂中の女子バスケ部は人数が

少なかったので西伊豆中へと行っていたのですが、３年になりまして

１年生が入ってきましたら、部員が揃いまして単独で出来るようにな

りましたので、一緒に出来なくなった経緯がありますので、やらせて

あげたくても学校単位で出来るのなら、交わることは出来ず、また試

合にも出ることが出来なくなります。 

今でも水泳や行事で一緒にやっておりますが、会話をする機会があ

まりないので、本当でしたら一緒にやれる行事が増えてくれれば。 

 

委 員  人数が絶対的に少ないので、何かあればすぐに交流は生まれます。私

の下の子も松崎のテニスクラブへ通っておりまして、そこにいったら

松崎や西伊豆の子もいるのでそこから輪が広がりましたし、塾でも他

の学校の子もいますので、中学へ上がるまでに他校の知り合いが出来

ておりました。なので、ここにつながる交流の場を塾など以外にも学

校間でコミュニケーションが取れないのでしょうか。 

 

教育長  駄目ではないですね。実際にそのための予算も取っております。 

 

委 員  そういう意味で空気が入れ替わるといいますか、閉鎖的になってい

る子も他の学校と交流すれば。本当は今すぐ統合できればベストです

けれども、今すぐというのは無理ですので、少しでも色々な触れ合う

方法を。 

問題が入れ替わっているところがありまして、場所が何処だとか海

抜はいくつだなどが問題ではなく、子どもが問題なわけなので。 
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教育長  現状こうなってくるのは１０年以上前から分かっていたことなので、

その時から準備をしておけばよかったのですが、それが今になって複

式学級になったところで、慌てて場所をどこにするというところが論

点になっているのが難しいところですね。統合してどんな学校を作り

たいかという理想があるはずです。そのためにはどんな人たちを集め

ればいいのかというのもあるはずなのですが、今ここまで来てしまう

と幼稚園も小学校も中学校も待ったなしという状況なので、どうして

も場所をどこにするかが先行してしまいます。 

 

委 員  それはそれで問題解決のために努力していかなければならないので

すが、今出来ることとして、とにかく子どもたちを１ヵ所に集める機

会が設けられるのならば、テーマは何でもいいので１つのことをみん

なで出来れば。 

 

町 長  事務局長のほうで学校全体は無理かもしれないですが、学年ごとで

何かできませんか。５年生は富士見町との交流がありますのでいいか

もしれませんが。 

 

委 員  今でも各学年でガラス工芸やジオ巡りなどあります。今聞いており

まして、何か作りだすことは無いかと思いました。 

 

町 長  ジオを連れていかれてではなく、ロゲイニングをやるのですが、各学

校からランダムに混ぜたグループでロゲイニングをやらせてみたりな

ど。 

 

町当局  この前の町内留学が良かったのは、色々な学校の子がグループを組

んでおりましたので、一泊二日でだいぶ仲良くなります。町長がおっ

しゃったような放課後児童クラブなど一緒に色々なことをやっていけ

ば親しくなっていくかと思います。 

 

教育長  裾野の自動車工場の見学なども３校一緒にやっております。 

 

町 長  それはあくまでもバスで連れていかれてですよね。 

 

委 員  交流の行事は沢山あるのですが、何かコミュニケーションをしなが

らというのは足りていないかもしれません。 
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委 員  仁科の小中学校で夏休みに希望者を集めて一泊二日で活動や交流を

していまして、１０月の赤十字の東部地区の時に富士市が今まで参加

していたが、今年から参加しなくなりまして、なぜ参加しなくなった

のかという話になった時に、富士市は市教育委員会で同じようなこと

をやるようになったので、赤十字は重なってしまうので出ませんとい

う話でした。 

 

町 長  では、今日のところの教育委員会の事務事業全般につきましては、こ

れで終わりとさせていただければと思います。今日は色々な話が出ま

して、意見もいただきましたので、町としては良かったかと思います

ので、そのご意見を参考にしながら、教育委員会で考えて皆さんが思

うような事業が出来ればと思っております。 

また引き続き色々なご意見を考えていただいて、次回に聞いていた

だければと思います。 

以上で本日予定しておりました議事を終了いたします。では、事務

局にお返しします。 

 

町当局  それでは、以上をもちまして、平成２９年度第２回西伊豆町総合教育

会議を閉会といたします。本日は、ありがとうございました。 

 

以上 

 


